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             影森小学校ＰＴＡ  

 



ＰＴＡ活動について 

 

 １ ＰＴＡとは 

   Ｐ（ｐａｒｅｎｔ親）Ｔ（ｔｅａｃｈｅｒ教師）Ａ（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ会） 

   学校と家庭が協力して教育効果の向上にあたる。 

 ２ ＰＴＡのねらい（県ＰＴＡ連合会会報より） 

   ＰＴＡの３つの柱 ① ＰＴＡは学校の協力機関である。 

② ＰＴＡは成人教育の場である。 

③ ＰＴＡは教育世論形成機関である。 

 ３ 影森小学校ＰＴＡ組織（会則より） 

    

企画協議会（企画委員：役員、部長、委員長、校長、教頭） 

（原案作成機関） 

  

運営協議会（企画委員：Ｐ部員・委員 Ｔ部員・委員） 

（総会につぐ決定機関） 

  

各専門部 

 教養部、広報部、校外部 

 （地区委員が属す） 

委員会 

  地区委員会   学年委員会 

（各町内会小ブロックより１名） （各学級２名） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



学級委員の心がまえ 

 

                                                        秩父市立影森小学校ＰＴＡ 

 

§
 
パイプの役割

 

   学級の問題を全校ＰＴＡに発展させ、また全校の問題を学級ＰＴＡに徹底させるパイプ

の役割です。学級ＰＴＡでは、子どもたちの身の回りに起こる問題について話し合われま

す。同じ年齢の子ども、同じクラスで遊んだり、勉強したりしている子どもの父母どうし

ですから、共通の話題で話がはずむはずです。 

 しかし、学級だけでは解決できない問題につきあたることも多いでしょう。例えば、し

つけの問題について深く知りたい、専門家の話を聞きたい、そんなときＰＴＡ全体の教育

活動に発展させることができます。会員の中から出された共通の問題であったとき、本当

に生きた学習になるのです。 

 

 

 

§
 
相互の理解と心のつながり

 

 学級ＰＴＡを、学校教育の面から考えてみると、学校教育がその成果をあげていくため

には、親の願いや悩みを無視するわけにはいきません。会員の中には、教育は、学校まか

せという人がいますが、子どもの幸福な成長を願う親の立場として、教師との真剣な話し

合いが必要です。それを通じて、親と教師は相互の教育上の立場と役割を理解できるよう

になるものです。この相互の理解と心のつながりが、ＰＴＡ本来の目的を実現することに

なるのです。 

 

§学習の場
 

 学級ＰＴＡは、学級内の子どもたちがどのように成長しているのか、そこにはどんな問

題があるのかについて、親と教師ができるだけ広い視野にたって話し合う場です。このこ

とは学級ＰＴＡが一つになって学習と研究をしていく必要があるということにもなりま

す。それがまた、ＰＴＡ会員としての教育活動にもなるわけです。したがって、学級ＰＴ

Ａは、会員自身の重要な学習の場であることもよく認識しましょう。 



§みのりあるものに
 

 学級ＰＴＡの活動にあたっては、年度の初めに年間計画や運営方法を、委員と担任で話

し合い、お互いに認識しておくのが望ましいです。これは、そこでの集会がその場かぎり

でなく、その後の活動をみのり多いものにするためには必要なことです。 

 

 

§懇談会の中心となり、なごやかな雰囲気づくりを
 

 学級懇談会では、学級委員が中心となり、担任と力を合わせて話し合い等を進めたり、

欠席者にも何らかの形でお知らせをするのが望ましいことです。それとともに、その集会

が楽しみになるような雰囲気を作り出したいものです。きっと、学級委員や学級担任のち

ょっとした心づかいで、その集会での話し合いや学習が、なごやかな楽しいものになるこ

とでしょう。 

 

 

学級委員の役割                                問題解決の方法 

                                    

  学級の会員の声を吸い上げる                      学級から出された問題 

              ↓                                         ↓ 

  ＰＴＡ活動に生かす                               学年の問題とする 

              ↓                                     （学年委員会） 

   全会員の活動となるような働きか                         ↓ 

  けをする                                         企画協議会 

                                                    運営協議会に反映 

                                                          ↓ 

                                                    全ＰＴＡの問題として考え、 

                                                    解決していく 

 

 

 


